
(61)

ちょっと一息

ヒューマンインタフェース学会誌  Vol.14 No.3  2012

Dr. N「さて、次の方どうぞ。どうされました？」
患者 B&C「私達は有名デザイナーの○×さんに設計された
ファッションビルのトイレのサインです（図 2）。利用者が
何故かトイレの前でモジモジしています」

Dr. N「どれどれ診せてください。うーん、これは男女を
識別しにくいですね（デザイナーなら見てくれだけでなく、
使い勝手も考えて欲しいなぁ・・・）」
患者 B&C「えっ？でも、○×さんがトータルデザインした
ものなんですよ？お洒落じゃないですか？」
Dr. N「ええおしゃれですね。でも、これは焦ってトイレを
使おうとしている人が一目で識別できるでしょうか？」
患者 B&C「うーん、そう言われるとそうですねぇ」
Dr. N「法律で規定こそされてはいませんが、不特定多数
が利用する公共建築物などでは、わかりやすいサインを用
いるべきです。例えば JIS＊ 2 などを参考に、使う人のこと
を考えておしゃれは程々にしてくださいね」
患者 B&C「はい。ありがとうございます」

Dr. N「さて、お次の方～」
患者 D&E「私たちはドイツからやって来たトイレのサイン
です！みんなサインの前で悩ましい顔をして、特に日本人
旅行者が間違った方に入っていきます（図 3）」

ここは、とある町にある一風変わった診療所。悩みを抱え
たユーザインタフェースたちがやってきます。Dr. ナカムラ
と一緒に病気を治してあげましょう。さて、今日は妙に待
合室が賑わっているようですよ。何があったのでしょうか・・・

Dr. N「最初の方どうぞ～。さて、どうされました？」
患者 A「私は男性トイレのドアの前に取り付けられたサイ
ンです（図 1）。男の人に使って欲しいのに、僕を見た瞬間
みんな帰ってしまいます」

Dr. N「どれどれ、なるほど。ちなみに、女性が間違って入っ
て来たりしませんか？」
患者 A「そうです。何故わかったんですか？」
Dr. N「調査によると日本人には、男性の色は青系、女性の
色は赤系とのイメージがあるようです＊1。そのため、このマー
クを見た男性は女性用と勘違いして帰ってしまい、逆に女
性が間違えて入ってくるのだと思います。」
患者 A「なるほど。では青色に変えるべきですか？」
Dr. N「日本の場合はそうした方がいいかもしれませんね。
なお、文化によって色に対するイメージは異なります。ヨー
ロッパの場合は両方を黒色に揃えるか、男性を黒に、女性
を赤にすることが多いようです。中国では以前は日本とは
逆に、赤色を男性に、緑色を女性に使っていたケースもあっ
たようですが、現在は両方黒色か、青または黒を男性、赤
を女性に使うことが多いようです。とはいえ、色だけで識
別するのは、色覚障害の方の問題などもあり、あまり勧め
られません」
患者 A「なるほど。ありがとうございます。ちなみに色覚
障害の方も考慮するには色はどうしたらよいですか？」
Dr. N「色覚障害にも色々なタイプがありますが、一般に明
度や彩度が一定で、色相だけが異なる場合に区別がつき難
いです。たとえば男性用を青か水色、女性用をオレンジに
して、背景を白くすれば、比較的区別がつきやすいと思い
ます。カルテ書いておきますね」
患者 A「ありがとうございます」
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図 1　男性トイレのサイン（※赤色です）

図 2　おしゃれなトイレのサイン

図 3　ドイツ空港のトイレのサイン
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Dr. N「うーん。ちなみに、D と H は何の略ですか？」
患者 D&E「もちろん D はダーメン（Damen）、H はヘレン

（Herren）に決まってます！」
Dr. N「ダーメンにヘレンですか。ドイツ語は知らないんで
すよねぇ。音象徴から想像すると、ダーメンよりヘレンの
方が柔らかいので D が男性で H が女性ですか？」
患者 D&E「違います！D が女性で H が男性です！」
Dr. N「そうでしたか。私も間違ってしまいそうです。ちな
みにどちらにあるのですか？」
患者 D&E「国際空港です！ ドイツらしくて良いでしょう？」
Dr. N「そうですか。言語を用いたサインは、その国に住ん
でいる人しか利用しない施設ならともかく、空港のように
海外からの旅行者が多く利用するような場所では、意味を
理解できない人も多いです。例えば英語圏の利用者が多い
のであれば英語を併記するなど多言語化を図る、あるいは
言語によらず識別可能なピクトグラムを提示した方が良い
でしょうね」
患者 D&E「そうでしたか。ありがとうございます」
Dr. N「はい、お大事に」

Dr. N「うーん。単なるトイレのサインと言えども、言語や
文化、あるいは障害の有無にかかわらず、誰もが一瞬で理
解可能なものを作るのは難しいなあ。何か良いアイディア
は無いものだろうか…」

（どたばたと駆け込んでくるトイレのサイン）
Dr. N「おや、あなたたちは確かドイツの空港の・・・」
患者 D&E「見てください！ついに言語によらず理解できる
究極のサインができました！（図 4）」
Dr. N「・・・」

「究極のトイレのサイン」を募集します。
誰もが一瞬で理解可能なトイレのサインを思いついた方は、
http://badui.org/ の特設ページに投稿ください。投票と結
果発表も上記ページで行います。なお、Dr. ナカムラに診て
もらいたい患者をご存じの方も、http://badui.org/ にご一
報ください。

Dr.トモクフのUIトリビア
＊1	 千々岩英彰著『図解世界の色彩感情事典−世界初の色彩認知
	 の調査と分析』によると、日本人の男性に対するイメージカラー
	 の1位は薄い青紫，女性に対するイメージカラーの1位はごく
	 薄い赤紫（ピンクに近い）なのだ！
＊2	 標準的なトイレのピクトサインは JIS Z8210（案内用図記号）
	 に掲載されておる。ちなみに色は規定されておらず、安全色（特
	 定の赤・青・黄・緑）以外であれば変更可能じゃ。でもやり過
	 ぎは禁物だぞ！

担当医：Dr.ナカムラ
BADUI 蒐集家。
日々新たな BADUI との出会いを求め、
カメラ片手に世界を飛び回る。
捕獲した貴重な品々は「楽しい BADUI
の世界」http://badui.org/ にて公開中。
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図 4　究極のサイン！？


